
第２学年後期   教科名：成人歯科保健論Ⅲ 

 

■一般目標（GIO） 

  

 多様化する国民のニーズに応えるために，今まで学修した知識や技術 

を基に臨床での実践力を身につける。 

患者の問題点を発見し解決していくために，学修した歯科衛生過程を症

例通して展開し，患者を多角的に捉えていくための知識と技術を修得する。 

 

■到達目標（SBOs） 

・  症例を用いて歯科衛生過程を展開できる。 

・  全身疾患と歯周炎の関係について具体的に説明できる。 

・  大規模災害における歯科衛生士の役割を具体的に説明できる。 

・  生活習慣指導（運動習慣・食生活）ができる。 

 

■ 

 

教 科 書 

 

： 

 

特に指定しない。 

■ 参 考 書 ： 特に指定しない。 

■ 授 業 時 間 ： １）月曜日 ９：00〜９：50 

２）水曜日 13：00〜13：50 

＊1月 28日（木）９：00〜９：50 

■ ｵ ﾌ ｨ ｽ ｱ ﾜ ｰ ： 満足 愛（manzoku.ai@nihon-u.ac.jp） 

月曜日〜金曜日 ９：00〜17：00 

■ 授業の方法 ： スライドを用いた講義形式，グループワークをシラバスに記載し

ている内容に則して行う。 

■ 準備学習・ 

準備学習時間 

 

： 
各々授業時間相当を充てて予習と復習を行うこと。 

■ 成績評価方法 ： 課題レポート（20％），定期試験（80％）を総合して評価する。 

■ 注 意 事 項 ： グループワークは積極的に参加するよう心がけてください。 

■ 実 務 経 験 ： 満足 愛：日本大学歯学部付属歯科病院にて口腔衛生管理を

専門とした歯科衛生業務の経験と歯周病学会認定歯科衛生士

としての立場を基に，成人を対象とした口腔衛生管理の基本

的知識だけでなく，臨床応用についても学ぶ場を提供したい

と考えている。 

■予定表  

授業日・担当者 講 義 項 目 学 修 目 的・到 達 目 標 

第１・２回 

 10月 ５日１） 

 10月 ７日２） 

 満足 愛 

インプラント治療にお

ける歯科衛生士の関わ

り 

・ インプラント治療についての基

礎知識を確認する。 

・ インプラント治療における歯科

衛生士の関わりを説明できる。 

第３〜５回 

 10月 14日２） 

 10月 19日１） 

歯周炎と全身疾患 

 

・ 歯周炎と全身疾患について歯科

保健指導ができる。 



 

 

 10月 21日２） 

 満足 愛 

第６〜８回 

 10月 26日１） 

 10月 28日２） 

 11月 ２日１） 

 満足 愛 

大規模災害時における

歯科衛生士の役割 

・ 災害の種類と災害に関わる法律

や制度と各種医療支援の役割を

説明できる 

・ 災害時における歯科衛生士の役

割（歯科医療救護と歯科保健活

動）を説明できる。 

第９〜14回 

 11月 ４日２） 

 11月 ９日１） 

 11月 11日２） 

 11月 16日１） 

 11月 18日２） 

 11月 25日２） 

 満足 愛 

大規模災害時における

歯科衛生士の役割 

（グループワーク） 

・ 事例を基に災害時における歯科

衛生士の働きを学び，歯科衛生

士の役割について具体的に述べ

ることができる。 

・ グループディスカッションを通

して現時点で実践可能な災害対

策を考案する。 

第 15〜22回 

11月 30日１） 

 12月 ２日２） 

 12月 ７日１） 

 12月 ９日２） 

 12月 14日１） 

 12月 16日２） 

 12月 21日１） 

 12月 23日２） 

 満足 愛 

歯科衛生過程 ・ 症例を用いて歯科衛生過程を展

開できる。 

第 23〜26回 

 １月 13日２） 

 １月 18日１） 

 １月 20日２） 

 １月 25日１） 

 満足 愛 

生活習慣指導 ・ 自己の運動習慣，食生活習慣の

問題点を抽出する。 

・ 問題解決のための保健指導を考

察する 

第 27・28回 

 １月 27日２） 

 ２月 １日１） 

 満足 愛 

口腔機能管理 

 

・ 成人を対象とした口腔機能管理

を考察する。 


